Code777
最初に暗号を解読したプレイヤーが勝ち。
コンテンツ

28
色つきの数字（１～７）カード。内訳は以下の通り。


1
緑1枚


2
黄2枚


3
黒3枚


4
茶4枚


5
赤4枚、黒1枚


6
緑3枚、桃3枚


7
桃1枚、黄2枚、青4枚

23
質問カード

 4
暗号カード

 4
ラック

 1
パッド

準備

各プレイヤーはラックとシートを受け取る。ラックをテーブル中心に向けて、自分の前に立てる。

ゲームを簡明にするためにコードカードをラックの後ろに置く。コードカードには各数字の内訳が書かれている。

２３枚の質問カードをシャフルし、裏向きにしてテーブルの上に置く。それから数字カードをシャフルし、裏向きに３枚配る。プレイヤーはこのカードを見ずに自分のラックに立てます。

各プレイヤーは、他人のカードはわかりますが、自分のカードは分かりません。

ゲームの目的

一番最初に３点とった人が勝ち。

ゲームの内容
ゲームは時計回りに行われる。手番プレイヤーは質問カードを取り、それを読んで回答します。ブラフは許されない。
例えば、もし質問#16を引いたとします。「あなたは青の７とその他の７のどちらが多く見えますか？」

回答は、「青の７」か「その他の７」です。もし、何も見えないか、同数の時は、同じと答えます。

この見える範囲は、自分を除く他人のラックの内容の事を指します。

各質問カードはそれを回答した手番プレイヤーだけでなく、全員に何らかの情報を与えます。

この内容は情報シートに書いておくべきです。（参照：役に立つヒント）

質問カードは山の一番下に戻す。

自分のラックに置かれた数字がわかったら、いつでも結果を宣言する事ができる。

必要なのは数字のみで色は不要です。

もし、回答が正しければ１点獲得する。失敗すれば０点です。いずれの場合でも、３枚のカードがラックから抜かれ、山から新しい３枚を補充する。捨てられたカードは別のところに置いておく。山札の残りが７枚以下になった時数字カードをリシャッフルする。

役に立つヒント
ノートパッドの右側に２８の数字カードの内訳の三角形が３つ書かれている。１つの三角形を明確な情報用に使用し、残りを不明な情報用に使います。

ゲーム開始時、ダイアログから、他人のラックに存在する数字を消しておく。

数字を消す時、色も対応しているか確認する事。消した内容は他人に分からないようにしておく。

ノートの左側に質問カードのコメントを書いておく。

他人が回答している時、その人のラックは彼には見えていない事に注意する。

バリエーション
より難しくするために、色と数字を当てるようにする。

質問カード
1.合計値18以上の人は何人いますか？

2.合計値12以下の人は何人いますか？

3.異なる色で同じ数字を持っている人は何人いますか？

4.３つとも色違いの人は何人いますか？

5.全て偶数か全て奇数の人は何人いますか？

6.同じ色で同じ数字を持っている人は何人いますか？

7.３連続の数字を持っている人は何人いますか？

8.何色見えますか？

9.少なくとも３枚ある色は何色ありますか？

10.登場しない数字は何種類ありますか？

11.黒の５、ピンクの７、緑の１のうち、何枚見えますか？

12.黒の３と、ピンクの６。どちらの枚数が多いですか？

13.緑の６と、黄の７。どちらの枚数が多いですか？

14.黄の２と、黄の７。どちらの枚数が多いですか？

15.ピンクの６と、緑の６。どちらの枚数が多いですか？

16.青の７と、その他の色の７。どちらの枚数が多いですか？

17.茶と青、どちらの方が多い？

18.赤とピンク、どちらの方が多い？

19.緑と青、どちらの方が多い？

20.黄とピンク、どちらの方が多い？

21.黒と茶、どちらの方が多い？

22.黒と赤、どちらの方が多い？

23.緑と黄、どちらの方が多い？
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